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保育場面での環境構成の理解における教授方法を探る 1
―個の実感から集団での気付きへ、集団での気付きから個々の理解へ―
岩　崎　基　次
1．研究の目的
　筆者が養成校にかかわり始めた時、実習園の
実習担当者からよく「最近の学生は掃除の仕方
を知らない」「ほうきで床を掃くことができな
い」「雑巾が絞れない」といったことが話題に
出された。それは 15 年以上も前のことである
が、おそらくもっと以前から言われていたので
あろうと推測される。
　そこで学生に「ほうきを使って掃く」、「雑巾
で拭く」ということをやってきたかどうかを尋
ねると、「小学校でやりました」という者はい
たが、「家庭でやっていました」という学生は
ほとんど見受けられなかった。ほうきで床を掃
く、布巾でテーブルを拭く、といった作業は
幼稚園や保育所では当たり前に行っている。一
方、家庭では掃除機を使い、ティッシュで拭く
という行為が一般化している。「最近の学生は
掃除の仕方を知らない」のは、学生の実習に対
する意欲が下がったのではなく、それらの経験
の不足が大きな原因になっていると言えよう。
さらに学生に、子どもの時に土でケーキを作っ
たり、隠れ家を作って遊んだり、身近な素材を
利用して遊びに必要な物を作ったりして遊んだ
体験や、また買い物や食器洗いの手伝い等の生
活体験をしていたかについて尋ねると、「やり
ました」という学生は年々少なくなってきてい
る。これらのことは、保育者を目指す学生とし
ては大きな問題になると言えよう。紙や粘土、
絵の具等の売られている教材の他に、砂や葉、
木の実、木、土、砂、水、土粘土や廃材といっ
た物や、ペットとは違う虫などの生き物は、そ
れらと触れ合いながらいろいろなことを学ぶ大
切な教材となりうる。しかし、それらを扱った
経験が少ない学生が、それらを扱う活動の見通
しを立てる際、遊びを具体的にイメージして必
要な環境を構成することは容易ではないと考え
る。
　幼稚園教育要領の中で「幼児が主体的に活動
できる環境の構成」について取り上げられてい
る。保育者は、幼児の育ちや経験してきたこと
に対応しながら環境の準備や援助を行っていか
なければならない。当然のことながら学生は、
保育現場に出るまでに保育の中で様々な状況を
想定して「幼児が主体的に」取り組めるような
環境を構成する際の要点を理解して行えるよう
にならなければならない。しかし、前に述べた
ように以前と比べて様々な生活経験が少なく
なってきている学生に対し、限りのある授業時
間の中で、幼児の育ちや経験を単に説明だけで
理解して身に付けさせるには容易なことではな
い。養成校としては、保育者として実践場面の
中から必要な情報を取り出し「幼児が主体的に
活動できる環境の構成」とはどのように考えて
いけばよいのか、を判断していく学生の自己解
決力、自己教育力を養っていかなければならな
い。
　そこでこの研究では、「幼児が主体的に活動
できる環境の構成」を理解するための授業の進
め方としてその教授の方法を探り、試みるもの
である。
2．研究の方法 
　この研究では､ 前に述べたような体験が少な
くなってきている学生に、「保育の現場の環境
の大切さを実感し、幼児が主体的に取り組める
ような環境の構成を理解して、幼児の育ちや遊
びの経験の状況を考えて環境を構成する視点を
養う」ための授業の取り組みとして仮説を立て、
これらを授業での実践を通して考察し検証しよ
うとするものである。
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⑴　研究の仮説 
　学生が「幼児が主体的に活動できる環境の
構成」を理解するために、仮説として授業に
おいて次の 3つの事を順に学生たちに経験さ
せていくことが有効であると考え、これを設
定した。
仮　説
ａ学生自身が課題より環境の構成の意味につ
いて実感する
⇩
ｂ実感したことを基に学生同士協議し発表す
ることで多様な視点があることに気付く
⇩
ｃ学生の気付きを踏まえ、教師による環境構
成の意味と意図の解説・説明によって学生
は様々な状況を考え幼児が主体的に取り組
める環境の構成について理解する
⑵　対 象
　M大学短期大学部の学生 171 名
　（Ａクラス 56 名、Ｂクラス 58 名、Ｃクラ
ス 57 名）
⑶　調査内容
　調査は、平成 24 年 7 月にクラス毎に授業
の中で行ったものである。
　これらの学生に対し、この授業の前に基本
的な保育の環境構成についての目的を伝えて
あり、その上でこの授業で調査 1と調査 2を
行ったものである。
調査 1：【遊具の状況の捉え方について】
　4種類の遊具［マルチパネ、積木、大型箱
積木、粘土（第 6恩物相当）］を取り上げ、
それぞれの遊具に対して［A：ばらばらに置
かれているような状態、B：片付けられてい
る状態、C: 遊びかけのような状態］の 3 つ
の状態、合計 12 枚の写真を一枚ずつ学生に
見せる。この時「あなたは、この場面を見て
遊びたくなりますか」と質問し、用意した記
録用紙に【遊びたい○、それほどでもない△、
遊びたくない×】のいずれかの記号を付け、
その理由を記入してもらう。
調査 2： 【グループ協議・教授後による自由
記述】
　学生が保育環境の構成場面より感じたこと
と考えたことについて協議し発表し合う。そ
の後、教師より学生が感じたこと気付いたこ
とを踏まえ、幼児の遊びの環境構成について
解説し、幼児が主体的に遊びたくなる環境の
構成を考え、育ちや経験を配慮しなければな
らないことを説明する。その後、学生が環境
構成について考えたこと等を調査 2【グルー
プ協議・教授後による自由記述】として、記
録用紙に自由に記入させる。
　最後に学生が調査 2に記入したものを仮説
と照らし合わせて考察するものとする。
3．結　果
⑴　調査 1：【遊具の状況の捉え方について】
　結果
　4 種類の遊具、［A、B、C］の 3 場面、合
計 12 枚の写真は次のものを使用した。
1枚目の写真
マルチパネ Ａ
2枚目の写真
マルチパネ Ｂ
3枚目の写真
マルチパネ Ｃ
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4枚目の写真
積木 Ａ
5枚目の写真
積木 Ｂ
6枚目の写真
積木 Ｃ
10枚目の写真
粘土 Ａ 
11 枚目の写真
粘土 Ｂ
12枚目の写真
粘土 Ｃ
7枚目の写真
大型積木 Ａ
8枚目の写真
大型積木 Ｂ
9枚目の写真
大型積木 Ｃ
※上段の記入欄：調査１、下段の記入欄：調査２
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⑵　 調査 1 【遊具の状況の捉え方について】
の結果
　クラス毎の授業で、学生が調査記録用紙に
書いたものを基に、各自が 12 枚の遊具の場
面（写真）を見て付けた【○、△、×】をそ
れらの場面毎に挙手してもらい、その数を集
計し、結果を黒板に書き出した。
　次に、Aの場面は、その遊具がばらばらに
置かれている状態であり、Bの場面は、その
遊具が片付けられている状態、そして Cの
場面は、遊びかけのような状態、であること
を伝え、それぞれの写真を改めて確認する。
　そのうえで、それぞれの写真に対し【○、
△、×】の中で最も多い数値を○で囲み、こ
の数値からどのようなことが考えられるのか
について、グループ毎に協議し、それを全体
で発表してもらった。
　その内容として、これらの遊具の環境構成
において「その遊具がＣ［遊びかけのような
状態］だと遊びたくなる状況であり、Ｂ［片
付けられた状態］だと遊びにくい。物によっ
てはＡ［ばらばらに置かれている状態］でも
遊びやすい状況である」とする意見が多かっ
た。
　そこで教師は、多い少ないに関係なく、それ
ぞれの写真を見て○、△、×を付けた理由を、
それぞれの学生に述べてもらった。
　Ｃ［遊びかけのような状態］で「遊びたい○」
を付けた学生は､「そこで付け足して遊びたい
と思った」「○○ごっこが出来そうだと思った
から」という答えが返ってきた。一方、Ａ「バ
ラバラの状態」、Ｂ「片付けられている状態」
で「遊びたくない×」を付けた学生は、「遊ぶ
意欲が湧かない」「どのような遊びをしたらよ
いのかが分からない」という意見が出された。
逆にＡ［遊びかけのような状態］でも「遊びた
くない×」を付けた学生は、その理由として
「誰かが遊んでいるようだから」、「壊してはい
けないような気がしてそこでは遊べない」とい
う答えが返ってきた。Ｂ［片付けられた状態］
片付けられていた方が遊びたくなるという学生
は「最初から自分で作りたい」からという意見
であった。具体的には一部であるが※参考資料
4の通りである。
※参考資料1
この結果表は３クラスの集計の合計したものである
※参考資料2 
※参考資料3
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　これら保育環境の構成の場面について、学生
に対して学生が感じたことを取り上げながら、
幼児の遊びの環境構成について次のようにまと
めとして解説した。
　その遊具が［遊びかけのような状態］は､ 学
生の感想からも分かるように、具体的に「そこ
で○○ごっこをしたい」というように「○○の
ような遊びが行われそうだ」というイメージが
持ちやすくなり、幼児が主体的に遊びたくなる
環境構成として有効であると予想される。
　これらのことは、子どもたちに当てはめて考
えると、子どもの育ちや遊びの経験により遊び
たくなる環境の状態が異なると考えられる。そ
の遊具でどのような遊びができるかを想像でき
ない子、例えば 3歳児や新入園児にとっては、
初めて出会う遊具は、どのようにして遊んだら
よいのかが分かりにくい。学生の意見でもあっ
たように遊びが行われているように置かれてい
た方が、「それを使って○○したい」遊びのイ
メージがしやすくなり、遊びたいという気持ち
を誘発されやすいと考えられる。
　一方、［遊びかけのように状態］は、「誰かが
遊んでいるようだから」、「壊してはいけないよ
うな気がしてそこでは遊べない」という理由や
「最初から自分で作りたい」とした学生と同様
に、子どもによっては遊びの障害になるかもし
れない。
　子どもの育ちや子どもの遊具での遊びの経験
の違いに応じた環境構成が必要であること、又
は遊びの状況を見ながら環境の再構成を行って
いけるような柔軟な対応を行っていくことも大
切な保育者の援助である、と説明した。
⑶ 　調査 2：【グループ協議・教授後による
自由記述】の結果
　学生に対し、教師による幼児の遊びの環境
構成についての解説を行った後、学生が環境
構成について考えたことを所定の用紙に自由
に記述させた。
　調査 2の学生による自由記述の内容をその
まま表にした。※参考資料 5はその一部であ
る。
　さらに、これらのものをみていくと、同じ
ような内容をまとめていく中で、最終的に以
下の 7つに要約した。
※参考資料４ 調査 1 学生が記述したものの一覧の一部
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［それらの要約された学生の数を（  名）表示］
※回答者 171 名中 回答 164 名　無記入 7名 
（ここでの割合は 164 名を 100%とする）
① 環境の状況を写真で見て自分で良いと感
じたやり方を行いたいと考えた
 （14 名：8.5%）
② いろいろあって難しいと思った
 （ 13 名：7.9%）
③ 友達の意見を聞いていろいろな考えが 
あることが分かった （ 36 名：22.0%）
④ 環境の構成の仕方や子どもの育ちの違い
で遊びたいと思う気持ちが変わるという
ことが分かった （37 名：22.6%）
⑤ 一つの遊びの環境として幾つかの状況を
作っておくことが必要だと考えた
 （20 名：12.2%）
⑥ 子どもの思いに応じて環境構成を作って
いくことが必要であると考えた
 （30 名：18.3%） 
⑦ その他 （14 名：8.5%）
4．考 察
　この 7つの要約から、この授業を通してどの
ような学生の学びが得られたかについて考察す
る。
　①の「環境の状況を写真で見て自分で良いと
感じたやり方を行いたいと考えた」学生につい
ては、環境の状況を考える上で、友達の意見を
聞きながらも、自分が実感したことを判断の基
準として考えている。
　②の「いろいろあって難しいと思った」学生
は、いろいろな意見や見方があるので、どのよ
うに判断したら良いのかが分からないという状
況であると考える。
　この①と②を合わせた 16.4% の学生は、い
ろいろな考えや情報をうまく生かし切れておら
ず、子どもの動きを考えた活動の見通しができ
ていない。したがって子ども側に立った環境構
成の理解がなされていないと考える。
　③「友達の意見を聞いていろいろな考えがあ
ることが分かった」学生は、同じ環境構成の状
況を見ても自分と違う見方考え方があり、他者
※参考資料5　調査 2 
　　　　　　　学生が記述したものの一覧の一部
自由記述の解答内容の割合
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の見る視点も必要であるという捉えであり、②
の状況より積極的に視野を広げて考えていこう
とする姿勢が感じられる。  
　④の「環境の構成や子どもの育ちの違いで遊
びたいと思う気持ちが変わるということが解っ
た」としている学生は、子どもの育ちや経験、
その状態の違いを考えた上で環境の構成を考え
ていかなければならない、という視点に立って
いる。
　この③と④の 44.6% の学生は、友達の意見
や教師の環境構成についての情報を生かし環境
構成の在り方について理解しようとしているこ
とが伺える。ただ、これらの学生は、環境の構
成を子どもの育ちや子どもの遊びの経験に応じ
て考えようとすることまでは文章からは伺えな
い。
　⑤の「一つの遊びの環境として幾つかの状況
を作っておくことが必要だと考えた」学生は、
子どもに様子・状況に対応できるよう幾つかの
環境の状態を準備しなければならないと考えて
いる。⑤の 12.2% の学生は、他の学生の意見
や授業の情報を生かして考えようとしており、
環境構成についておおよその理解が得られてい
ると考える。
　⑥「子どもの思いに応じて環境構成を作って
いくことが必要であると考えた」学生は、これ
らの項目の中で子どもの状況に応じて判断して
対応していかなければならないということを認
識している内容になっている。この⑥の 18.3%
の学生は、子ども側に立った環境構成をしよう
ということが伺える。
　これらのことを踏まえ、仮説に照らし合わせ、
次のように考察した。
　⑥の「子どもの思いに応じて環境構成を作っ
ていくことが必要であると考えた」18.3% の
学生は、子どもの状況に応じて判断しなければ
ならないと考えているので、仮説の予測通り［ａ
学生自身が課題より環境の構成の意味について
実感する⇒ｂ実感したことを基に学生同士協議
し発表することで多様な視点があることに気付
く⇒ｃ学生の気付きを踏まえ、教師による環境
構成の意味と意図の解説・ 説明によって様々
な状況を考えた上で幼児が主体的に取り組める
環境の構成について理解する］ということに該
当すると考える。また、⑤の学生においても、
いろいろな子どもの遊びに対応できるような環
境を準備しなければならないと考えており、こ
の課題に対し、環境の構成の意図を理解しつつ
あると言って良いだろう。⑤と⑥の 30.5% の
学生がこの仮説が有効に働いたといえる。
　③と④の内容の 44.6% の学生については、
様々な状況を考えた上で環境の構成の課題を解
決しようとする視点が養われたかどうかについ
て、ここでは判断しがたい。これらの学生は、「具
体的に子ども側に立って環境の構成を考える」
といった課題や機会があれば、子どもの状況を
踏まえて考えることに気付けたのではないかと
考える。
　①と②の内容の 16.4％の学生は、状況を考
えて判断するということに対し、授業での情報
を生かし切れず、状況を考えて判断するという
ことに至っていない。これらの学生は、いろい
ろな友達の意見や、教師が子どもの育ちや経験
を考えて環境を構成することについての解説を
聞いてはいるものの、「環境構成についてどう
考えるか」と聞かれると、自分の理解の確かな
ところでの返答や、消化しきれずにいる不安か
ら「環境構成は難しい」という表現になってい
ると思われる。
　もし、学生から遊具の写真場面を見て違った
感じ方や意見が出てきた時に、意見の多い少な
いに関係なくなぜ違うのか、それは子どもの環
境構成を考えるときに共通点はあるのか等につ
いて学生同士で話し合うことで「学生の意見の
違い」から「子どもの状況に対応した環境の構
成」について意識が向けられたのではないかと
考える。意見が違っている場合「どちらが正し
いのか」ではなく「あなたも私も大切な視点」
になることを実感し、保育環境の構成の意図・
視点の理解に結び付けられたのではないかと考
える。
　さらに、教師の環境構成についての説明後、
学生同士の協議の中で、具体的な遊びの環境構
成を考える機会があったのなら、具体的なイ
メージ化につながり、もっと積極的に多様な子
どもの遊びに対する環境構成の仕方について理
解が深められたのではないかと考える。
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5．結　論
　調査 2の学生の「環境構成について」自由な
記述により、幾つかの理解の仕方に差があるこ
とに気付き、今回の仮説の問題点における課題
が見えてきた。
　この研究の仮説は、個々の学生が写真を見て
感じたことを基に学生同士協議することによっ
て、自分と他者の違いや、多様な考え方があるこ
とに気付くことで、環境構成を理解する上での
動機づけとなると考えた。その上で教師により
学生が個々に感じたこと考えたことの違いは、
個々の学生の経験や興味・関心の違いから生じ
るということを解説し、さらにこのことから子
どもが主体的に遊びたくなる環境の構成を考え
ると、育ちや経験を配慮しなければならないこ
とを説明することで、より具体的にイメージし
て環境を構成することの大切さに気付き、その
必要性について学んでいくものと考えた。
　今回の調査を通して、仮説に沿った形で有効
に働いたのは⑤の⑥の 3割の学生に留まった。
　③と④の 4.5 割の学生は授業で行った実感し
たこと、情報を得たことが最終的に課題に結び
ついていなかったこと、そして①と②の 1.6 割
の学生などは、課題の解決に向けて視点がそれ
ていたように思えることなど、6割以上の学生
が仮説のようには到達しなかったといえよう。
これら 6割の学生がどのようにすれば仮説の結
果のように導くことができるのか、がこの授業
の進め方の課題として浮き上がってきた。
　仮説では
ａ学生自身が課題より環境の構成の意味に
ついて実感する
⇩
ｂ実感したことを基に学生同士協議し発表す
ることで多様な視点があることに気付く
⇩
ｃ学生の気付きを踏まえ、教師による環境構
成の意味と意図の解説・説明によって学生
は様々な状況を考え幼児が主体的に取り組
める環境の構成について理解する
　としていた。
　①と②の 16．4％の学生に関しては、今回の
授業において、子どもの育ちや経験を考え環境
の構成を行うということについて、話を聞いて
漠然とした捉えで消化しきれずにいる不安な状
態にあった。
　この時、学生の意見の違いに対してもっと丁
寧に扱い、学生自身らが違った感じ方の原因に
ついて探る機会があったのなら、意見が違って
いる場合「どちらが正しいのか」ではなく「い
ろいろな大切な視点」になることを実感しなが
ら環境の構成の理解に結び付けられたのではな
いかと考える。
　さらに、教師の環境構成についての説明後、
理屈を具体化するために、再度学生同士により、
具体的な遊びの環境構成を考える機会があれば
どうであろうか。具体的なイメージ化につなが
り、もっと積極的に多様な子どもの遊びに対す
る環境構成についての理解が得られたのではな
いだろうかと考える。このことは、①の②の学
生に限らず、③と④の学生も同様である。⑤や
⑥の学生においても、多様な遊びを想定した環
境構成や、子ども側に視点を当てて対応する考
え方が大切だと気付いているので、ここでさら
に学生同士協議し合う場があることでより確か
な理解になるはずであると考える。
　そこで、今回の仮説の 3つの内容に新たに 2
つを加え 5つに増やした。
　修正として、【実感したことを基に学生同士
協議し発表することで多様な視点があることに
気付く】の次に、新たな経験として「意見が違う」
ということから「いろいろな見方の大切さ」を
実感して理解へつなげるために【学生の環境構
成の捉え方の違いについて、保育の環境を構成
に生かせることについて協議し、発表し合う】
を行う。
　さらに［教師による環境構成の意味と意図の
解説・説明］を聞いた後に【解説・説明を聞い
た上で、学生同士により具体的に実践的な課題
を協議し、考えたことを発表し合う】ことの内
容を加える。ここでの経験は、それぞれの学生
の見方を生かしいろいろ子どもの状況をより具
体的にイメージして子どもの遊びの環境構成を
考えることにより、理解が深められると考える。
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　次のように仮説を立て直した。
ａ学生自身が課題より環境の構成の意味に
ついて実感する
⇩
ｂ実感したことを基に学生同士協議し発表す
ることで多様な視点があることに気付く
⇩
ｃ学生の環境構成の捉え方の違いについて、
保育の環境を構成に生かせることについて
協議し、発表し合う
⇩
ｄ教師による環境構成の意味と意図の解説・ 
説明を聞く
⇩
ｃ解説・説明を聞いた上で、学生同士によ
り具体的に実践的な課題を協議し、考え
たことを発表し合うことで、幼児が主体
的に取り組める環境の構成についての理
解を深める
　この新たな仮説を基に、遊びや生活経験が不
足していると言われる学生が「幼児が主体的に
活動できる環境の構成」の理解し、保育現場の
具体的な状況に対応して考えられる判断力を身
に着けられるよう授業の進め方を探り、教授方
法の研究を今後も行っていきたいと考えている。
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